
【選択領域】

講習名

開催日

担当講師

講習概要

到達目標

受講者への
連絡事項

時　限

― 8：30～ 9：00 30

― 9：00～ 9：10 10

1 9：10～10：10 60

2 10：20～11：20 60

3 11：30～12：30 60

― 12：30～13：15 45

4 13：15～14：15 60

5 14：25～15：25 60

6 15：35～16：35 60

― 16：35～16：45 10

 3法令の改訂ー「主体的・対話的で深い学び」

教員免許状更新講習シラバス

【選択】子どものための哲学　―対話と絵本―

平成30年11月10日(土)

　米川　泉子（文学部准教授）

　幼児期(3～5歳)の子どものための哲学について、対話と絵本から考えます。フランスで
世界初の試みとして行われた実践例や、国内外の哲学絵本などを取り上げながら、日常の
なかで子どもにとっての哲学の意味やその在り方を参加者と共に考えていきます。

１．平成29年告示の『幼稚園教育要領』、『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』に
おける「主体的・対話的で深い学び」の一つとして、「子どもの哲学」のあり方ついて学
ぶ。
２．他者と共に人間としてよく生きる術を考えていく世界市民としての能力、人間性の基
礎を育む対話と絵本の役割について考える。

　特になし

時　　間 内　　容

受付

オリエンテーション

評価書記入、事務連絡

保育・教育における世界市民、人間性を育む視点―絵本の役割ー

「子どもの哲学」の今―日本とフランスの哲学絵本ー

昼食・休憩

フランスの「子どもの哲学」実践　①『小さな哲学者たち』より

フランスの「子どもの哲学」実践　②哲学対話のワーク

筆記試験


	米川

